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条件反応にともなう皮質枝電位変動の屑的検

討

久保田 新 (早大 ･文)

太田 雅子 (早大 ･文)

目的 所mCNV現象における遊動準備の安田と,そ

れ以外の安田を行動的に分離し,その基本的波形および

深さの軸における分布の遊具を検討する｡即ち,遊動反

応の有無で並木波形に益があるか,その差は探さにより

どのように只同するか｡また同一行動条件内での波形の

異同はどうか｡アカゲザル2銃使用｡

方法 1) 行動条件 a.サルが自発的にキーを3秒押

し続ける(dro3sec･)と, ランプが 1秒間点灯する｡

この間にキーを離せば硫化刺激 (II20)が与えられる

(FR1.LHIsec.)｡以下これを20-40回反復すると,

scheduleはb.に移行する｡b.サルが自発的にキーを押

し3秒押し拭けるとラソプが点灯し,a.における平均反

応時間 (0.3-0.4sec.)経過後強化される｡点灯時に反

応すれば強化奪取して,エラー･ホールド｡これを同数

反復し再びa.に移行｡両条件とも強化で消灯｡

2)深さの検討 践沼式manipulatorを用い先端直

経0.2mmのガラス管封入のAg-AgCl電極を表層から

0.5mmきざみで刺入｡記録部位は反応肢対側のpre-お

よびpost-central｡基準電極は同側のinf.par.および

対側のsup.front.,imf.par.の平均とした｡

結果 行動条件ではdroの長さ.lamp点灯から執化

までの時間等は等しく,キー離し反応の有無のみが相迎

する｡

運動反応直前の比較的立ち上がりの速い波 (狭義の

motorpotential,即ちVaughan,GのP2P8)はキー

擬し有りでは反応前0.5秒ほどから始まるが,キー離し

無しでは,この波がほとんど見られないか,立ち上がり

時間が遅いか,または強化後に始めて立ち上がる(Paの

み)かのいずれかであり,これは部位,深さによって異

なったが/ほとんどが強化後に始めて立ち上がり,その

波形は反応有りの場合の強化後の波形に相似する偵向を

示した｡しかし一般にこの波の振幅はキー赦し有り免件

で大きかった｡

キー難しの有無によらず,motorpotentialの振幅は

1.5mm付近で最大となるものが多く,P2,P8の振幅

は深さによりその大小が変化した｡運動の有無による

motorpotentialの振幅の蓋は1.0-1.5mmで有も大き

く次いでより軌 ､点字大である｡

特別な場合としてmotorpotentialの極性が逆転した

部位が3点有り,いずれも中心掛こ沿った運動野側から

記録された｡このような部位においても.所謂CNV波

形の柾性は他の部位と等しかった｡また特にPZのみが

1.5mm付近で逆転する例も有り,これは両野で見られ

たがpost-centralおいてより大きな振幅を示した｡

dro期間中の所謂CNV波形, ないしはreadiness

potential波形は深さにより異なるが,少なくともキー

離し遊動の有鰍こよらずゆるやかな立ち上が りを見せ

た.このことは少なくともキー離し運動の存在は必らず

LもいわゆるCNV発現の条件でないことを示してい

る｡かなりの部位で振幅はキー離し有り条件においてよ

り大であったが.逆の場合も有り,その多くは 1.5-

2.5mmの深さにおいて見られ,波形は単調増加せず,

droの中期で最大の傾向を示した｡またほとんどの部位

でmotorpotential孜にゼロ ･レベル以下に立ち下が

り,その後,ゆるやかに立ち上がる傾向であらた｡

探さについてみると,捌苗(これは一皮下がり徐 に々

上がる,その両者を含めて)は0.0-0.5mmで大,1･0-

1.5mmで小,より深い点で再び大となった｡またこの

波は,2.0-2.5mmで逆転する部位があったがこれは数

例にとどまり,その場合表層で上向き,深層で下向きと

なりdro前半に逆転するものと,後半に逆転するものと

であった｡前半に逆転するもののmotorpOtentialは

1.5mmより表層で.後半に逆転するものは1･5mmより

深層で最大振幅を示した｡1)

探さについて二行動条件間の蓋は0.0-0.5mmおよび

1.5-2.0mmで大きく,その中間で小さい｡

以上motot-Potentialとreadinesspotentialで最大

振幅を示す深さが異なることがおかIDたが,一般に,探

1)CNV様波形がそのまま単調減少波形に逆転する
例はなく,その前半.後半,あるいは中期に逆極性化

するものがあったが,'このような例をもってspe
cificな要素を持つ例とすべきか否かには試論の余
地があろう･J･･.
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さに上る捌芯の益はゆるやかな readinesspotential

において上り大きかつた｡

持論 前回の研究で.dro巾のCNV梯波形は対側性
位であり運動反応の11鰍こよる形野が認められ,また分

布も研同部に叔大御前を示し,帆双では逆極性の (もし

同位性としてみるならdroの初期に振幅の大きい)波形
を見たことから,CNV様現象が比較的限局されたもの

であり,運動の要因の大きいことが推察された (もっと

もこれはDonchl'netal.の言うように,volumecon･

ductionから来ることも考えられた)｡今回,motor

potentialについてはやはりかなりの限局性を認めるこ

とができる (波形の反転,あるいは最大振幅を示す探さ

が,outputneuronの多い探さであること等から)が,

readinesspotentialの部分では,I,I屑とY,Ⅵ周
に最大振幅を認め,specificなinputのあるⅣ屑付近

にはほとんど見られず,この花位の発現がassociation

fiber'を通じて,他の皮質部位ないし,diffuseな網様

系の形野下にあることが示唆された｡

両二回の研兜の紙Rt,所mCNVのdro糊口ロの成分

(readinesspotential)メ,ある程度限局されつつも,

specificなinput,outputによらずJ:りdiffuseな窮

田に上っていることが純沸される｡この限局されかつ

diffuseな稲造を持つ冠位が,皿動の11細にも形巧を受

汁 (但し,運動の行動的条件に遅延,dro呼がある場合

にのみ著しく.反応跡見灸作では少ない形苛しか持たな

いことが前回示されている),また机回デークの主成分

分析 (多変量解析の一つ)から分際された遊動成分以外

の要因とも深く関わっている点が江口される｡

arousallevelほどdiffuseな変動ではないながら

diffuseな構造を持ち,ある程度限局された部位に発現

するメカニズムについては,掛 ヒ刺故に対する誘兄TE位
の分布に同様の結果を見た結果があり,視床網様系の役

割を考える必要もあると思われるが.readinesspoten･

tialの分布がspecificに関わる榊辺をあたかもsand･

wichするように発生する点に172口しつつ今後の枚紫を

挽けていく必要があろう｡

設定課題 6.霊長類の生好に関する基礎的研究

妊娠壕における子宮血流動態に関する研究

中的 晃 (愛娘大･医)

･田内 因彦 (天理病院)

坂口 守彦 (奈 良 市)

子宮収縮と子宮血流の関係は胎児の生存,掛こ分娩時

めそれに対して正賓な忠味を持つ｡ヒトと同じ単子宮を
持づ泣妊娠子宮についてとれらの関係を明らかにし,ヒ

T分娩時における胎児切迫仮死の対流に賢しようとして

本突験をはじめた｡例数の開拓上,昨年度から引続いて

の研究である｡

昭和52年3月28日より31日まで,供給された2跡こつ

いて実験した｡主な測定項目は子宮内圧,子宮動静脈血

流,子宮動静脈血のpH,Pco2,P02である｡血流は電

磁血流計を使用した｡

今回の突放,ならびに前回までの結果を総合すると,

次のような中央が判明した｡

子宮収柏の開始にやや遅れて子宮動脈流量も接少しは

じめ,収縮の見解とともに徐々に旧に復する｡静脈血流

血とこれと期を一にして軽度に減少する｡減少の程度か

らいえば,動脈血流nの減少が著明である｡

血液ガス.柑こPo2,PcoBについてみれば.収和の任

期では著明なPc02の減少.Pc02の増加が認められる

(静放血),'動晩血については詑むべき封 ヒはない｡

このような血流皿と血液ガスの変化にLTついて,収桁の

強さ (内圧)と血批正減少率を多数例について挽討中で

あり,又収柿波形 (持続)と減少率の関係を明解にし柑

ると考える｡更に血液ガスの変化についても,どのよう

な収何型の時に変化が著しいか,突放結果の検討にJ:り

判明してくると思われる｡

本火映をEEiみて反省する点は以下のごとくである｡す
なわち血流計のプローブを子宮動静脈に確宍に装77!し,

安定した犯銀を柑るまでに多くの経故を要したこと｡手

術中妊娠子宮を霞山し,また手術時の出血により胎児に

窓形甥を及ぼし,死産の因となり得るのではないかとい

うこと｡血絃ガスについてはさらに数回の実験を血h,

母袋田を増すことなどである｡本実験以後も他の径路か

ら突放動物を得,抑達を続けている｡
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